
愛について

（20240309） 愛は地球を救う？→

偽善

愛とは何か？
愛は自然に身につ

くものか？学ぶも

のか？環境？

愛の反対は？→憎し

み

愛が好きなのか？
愛を確かめること

はできるか？

何を愛するか？

親の愛、友愛、母

性→無私の愛（損得、

計算のない）

祖国愛、国家に対

する愛

愛とは自分のこと、

自分を肯定できる

こと

恋と愛→日本では恋

＝情愛の意味で使

われてきた エロスは若い男女

間のイメージ 「美しく」なく

なっても愛せるこ

と性欲→性交したいと

いう欲求→生物とし

ての本能→動物的性

衝動

性欲→子孫を残すた

め（雄と雌）

食欲→生命体を維持

するため

恋愛と性欲は同じ

か？

自然にとって恋愛

は無用→性欲だけで

よい、誰でもよい

食文化→料理

情愛、人と人との

関係→より人間的

恋愛は文化→情愛、

特定の誰か

友人の死、必要な

人だった

友人→黙っていたが

思ってくれていた

私を認め、受け入

れてくれていた

ドラマ「お別れホ

スピタル」の看護

師や医師の愛にあ

ふれた姿勢

何不自由なく育っ

たが、両親と心が

通わない

勉強ができさえす

ればよかった

うつであったこと

がある

人を愛する、あげ

ることで愛を感ず

る

学びと感謝がある

自分で自分をだき

しめることにより

うつが治った 僧侶の大きな愛→慈

悲

問題児だった→他人

がかかわってくれ

成長できた

言葉をかけてくれ

たり、叱ってくれ

た

8人兄弟の末っ子→

両親に抱きしめら

れていた

無条件で受け入れ

愛する

受くるより与うる

ものは幸いなり→聖

書

貧しく働くだけの

人生であった両親

愛する、愛される

とは？

情が深く私のため

にできる精一杯の

ことをして育てて

くれた

動物の性衝動→直接

的なエロス性

人間→「自我」のエ

ロス→幻想的身体の

エロス←言葉

単なる外形的な「美

醜」ではなく、真善

美へ向かう力、欲望

→エロス（愛）

死への恐れと不安→

意味＝「心」の苦

痛に向き合う



親に対し→何てこと

してくれたんだと

いう思いがある

「愛」という言葉

で「許され」てし

まうようなのろい

の言葉

日本語では「愛す

る」という語より

「恋する」という

使われ方をする

守る、大切にした

い人はいるか

親はなくてもだれ

か育ててくれる人

がいれば育つ→愛

肉欲 心の世界、

不倫

心が弱ってしまっ

たところに友人が

来てバイオリン演

奏で勇気づけてく

れ元気になった

情愛のこと

人間の感覚が作動→

快感

心配するのではな

く暖かさ

抱きしめる、暖か

い気持ち

和敬、静寂→相手の

立場を慮る

暗黙の愛を大事に エロス→相手の価値

を奪うもの

アガペー→与えるも

の貧しくても深い愛

情を受けた→幸せ
愛を考えるだけで

豊かになれる

勉強ができる→価値

であった→人間とし

ての価値がどうか

問われる

受くることより与

えること→医療従事

者に必要

自分を愛すること

自分を愛せる人で

なければ他人を愛

することはできな

い

自分を認める、こ

んなダメな自分だ

けれどそのまま受

け入れることがで

きる

「愛」を受ける→強

者の命令に従う→保

護されている幸福

感→共生的結びつき

（母親の胎内のよ

うな）

自分が存在しなけ

れば「世界」は存

在しない

服従を選ぶ→マゾヒ

ズムあるいは共依

存

自分は他者と切り

離されている→生れ

出る（自意識）→孤

独

愛は孤独な者同士

の結びつき

自分の「力」を信

頼できる

愛は「与えるも

の」であり能動的

「与える」という

行為により自分の

強さ、豊かさ、力

を経験する

愛されるために

「与える」のでは

なく、愛すること

自体が喜び

エロス→美しいもの、

善いものへの恋→欲

望

動物的身体のリア

ルなエロス性の上

に立つ


